
人事院勧告
特 集 号

3
年

ぶ
り

月
例
給
・
一
時
金
引
き
上
げ

初
任
給
と
若
年
層
の
号
俸
を
引
き
上
げ

一
時
金
0
・
10
月
分
は
勤
勉
手
当
に
配
分

人人
事事
院院
はは
88
月月
88
日日
、、
本本
年年
のの
官官
民民
較較
差差
にに
基基
づづ
きき
、、
月月
例例
給給
をを
99
22
11
円円
、、
00
・・
2233
％％
、、

一一
時時
金金
をを
00
・・
1100
月月
引引
きき
上上
げげ
るる
勧勧
告告
をを
行行
っっ
たた
。。
人人
事事
院院
のの
賃賃
金金
引引
きき
上上
げげ
勧勧
告告
はは
33
年年

ぶぶ
りり
。。ココ
ロロ
ナナ
禍禍
にに
よよ
るる
不不
況況
とと
物物
価価
上上
昇昇
のの
中中
、、勧勧
告告
のの
早早
期期
実実
施施
がが
強強
くく
求求
めめ
らら
れれ
るる
。。

川川本本人人事事院院総総裁裁（（左左写写真真／／左左端端））のの回回答答をを
引引きき出出すす交交渉渉委委員員（（右右写写真真））

初
任
給
と
30
歳
代
半
ば
ま
で

若
年
層
の
号
俸
を
引
き
上
げ

俸
給
表
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に

つ
い
て
、
大
卒
初
任
給
を
3
0

0
0
円
、
高
卒
初
任
給
を
4
0

0
0
円
引
き
上
げ
、
お
お
む
ね

30
歳
台
半
ば
ま
で
の
職
員
が
在

職
す
る
号
俸
に
限
っ
て
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

初
任
給
の
改
善
は
一
定
の
評

価
が
で
き
る
も
の
の
、
物
価
上

昇
等
の
影
響
を
す
べ
て
の
職
員

が
受
け
て
い
る
中
で
、
全
体
の

号
俸
引
き
上
げ
に
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
は
不
満
が
残
る
。

勤
勉
手
当
の
み
の

引
き
上
げ
は
遺
憾

一
時
金
の
引
き
上
げ
分
0
・

10
月
は
、
期
末
手
当
で
は
な
く

勤
勉
手
当
に
配
分
し
、
さ
ら
に

そ
の
一
部
を
上
位
の
成
績
区
分

に
か
か
る
原
資
に
あ
て
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
懸
命
に
奮
闘
し
て

い
る
組
合
員
の
実
態
を
踏
ま
え

れ
ば
、
極
め
て
遺
憾
だ
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な
ど

年
度
内
の
措
置
を
報
告

公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る

報
告
で
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
や
休
憩
時
間
制
度
の
柔
軟

化
に
つ
い
て
速
や
か
に
措
置
す

る
こ
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
柔

軟
な
勤
務
時
間
制
度
等
の
研
究

会
で
の
検
討
な
ど
に
言
及
。
ま

た
人
事
院
に
設
置
さ
れ
た
「
勤

務
時
間
調
査
・
指
導
室
」
で
超

過
勤
務
時
間
の
適
正
な
管
理
に

取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

人
事
委
員
会
対
策
や

労
使
交
渉
を
強
化

人
事
院
勧
告
を
受
け
て
自
治

労
は
、
速
や
か
に
県
・
政
令
市

等
に
お
い
て
人
事
委
員
会
対
策

を
強
化
す
る
。
ま
た
国
が
自
治

体
に
不
当
な
干
渉
を
行
う
こ
と

の
な
い
よ
う
、
総
務
省
・
国
会

対
策
を
進
め
る
。

「
自
ら
の
賃
金
・
労
働
条
件

は
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
す

る
」
と
い
う
原
則
に
立
ち
、
単

組
・
県
本
部
・
本
部
が
一
体
と

な
っ
て
全
力
で
取
り
組
む
。

8月4日、公務員連絡会は委
員長クラス交渉委員による人事
院総裁との最終交渉を実施し
た。
人事院の川本裕子総裁は、「勧
告日は8月8日を予定してい
る。月例給の官民較差は0．2％

台前半、特別給は0．10月分の引
き上げとなる見込み」とし、若
年層の号俸改定と勤勉手当引き
上げを行うと述べた。
これに対し交渉委員は、「回
答を機関に持ち帰り最終的な態
度を決定したい」とした。
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1
�
人
事
院
は
8
月
8
日
、
本
年
の
月
例
給
の
官
民
較
差
に
基
づ
き
、
月
例
給
を
9

2
1
円
（
0
・
23
％
）、
一
時
金
を
0
・
1
月
引
き
上
げ
る
勧
告
を
行
っ
た
。
ま

た
、
俸
給
表
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
大
卒
初
任
給
を
3
、0
0
0
円
、
高
卒
初
任

給
を
4
、0
0
0
円
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
、
お
お
む
ね
30
歳
台
半
ば
ま
で
の
職

員
が
在
籍
す
る
号
俸
に
か
ぎ
っ
て
引
き
上
げ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

月
例
給
、
一
時
金
と
も
に
3
年
ぶ
り
の
引
き
上
げ
勧
告
と
な
っ
た
こ
と
は
、
2

0
2
2
春
闘
に
お
け
る
民
間
組
合
の
懸
命
な
交
渉
の
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

り
、
組
合
員
の
期
待
に
も
一
定
程
度
応
え
る
内
容
と
い
え
る
。

2
�
月
例
給
に
お
け
る
初
任
給
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
要
求
し
て
き
た
内
容

で
あ
り
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
の
状
況
や
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
も
一
定
の
評

価
は
で
き
る
。
し
か
し
、
物
価
上
昇
等
の
影
響
を
均
等
に
受
け
て
い
る
中
で
若
年

層
に
対
し
て
の
み
に
と
ど
ま
り
、
す
べ
て
の
号
俸
で
の
引
き
上
げ
と
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
、
一
時
金
の
引
き
上
げ
分
を
期
末
手
当
で
は
な
く
勤
勉
手
当
に
あ
て
た
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
引
き
上
げ
分
の
一
部
を
上
位
の
成
績
区
分
に
か
か
る
原
資

に
配
分
す
る
と
し
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
住
民
の
生
命
と
生
活
を
守
る
た
め
に

懸
命
に
奮
闘
し
て
い
る
組
合
員
実
態
を
踏
ま
え
る
と
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

3
�
給
与
に
関
す
る
報
告
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
場
合
に
支
給
す
る
新
た
な
手

当
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
枠
組
み
の
検
討
も
示
さ
れ
た
が
、
職
場
の
実
態
、
組
合

員
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
た
意
見
反
映
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、「
社

会
と
公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給
与
制
度
の
整
備
」と
し
て
、俸
給
表
は
も
と
よ
り
、

地
域
手
当
な
ど
各
種
手
当
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
、
そ
の
際
に
は
、
定
年
引

き
上
げ
の
附
則
に
明
記
さ
れ
た
60
歳
前
後
の
給
与
水
準
を
連
続
的
な
も
の
と
す
る

給
与
制
度
の
見
直
し
と
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
方
向
性
に

つ
い
て
は
未
定
だ
が
、
2
0
2
4
年
の
時
点
で
成
案
を
示
す
と
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
給
与
水
準
の
引
き
下
げ
、
地
域
間
格
差
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
今
後
の
検
討
状
況
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

4
�
公
務
員
人
事
管
理
の
報
告
で
は
、
柔
軟
な
働
き
方
の
促
進
と
し
て
、
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
お
よ
び
休
憩
時
間
制
度
の
柔
軟
化
に
つ
い
て
本
年
度
内
に
措
置
す
る

こ
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
確
保
の
方
策
、
勤
務
時
間
制
度
の

柔
軟
化
に
つ
い
て
本
年
度
内
を
目
安
に
結
論
を
出
す
べ
く
、
引
き
続
き
研
究
会
で

検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ
い
て
、「
勤
務
時

間
調
査
・
指
導
室
」
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
も
示
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
対
応
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
る
現
場
実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、

一
定
期
待
は
す
る
も
の
の
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
公
務
員
連
絡

会
と
連
携
し
、
人
事
院
に
対
し
て
主
体
的
な
役
割
を
積
極
的
に
発
揮
す
る
よ
う
求

め
て
い
く
。

5
�
今
後
は
、
勧
告
・
報
告
の
取
り
扱
い
が
焦
点
と
な
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
再
拡
大
や
物
価
上
昇
な
ど
不
安
定
な
社
会
情
勢
で
あ
る
こ
と
か
ら
引

き
続
き
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
公
務
員
労
働
者
に
と
っ
て
人
事
院
勧
告

制
度
は
労
働
基
本
権
の
代
償
措
置
で
あ
る
こ
と
の
重
み
を
受
け
止
め
、
国
会
に
お

け
る
早
急
か
つ
冷
静
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る
。

6
�
自
治
労
は
、
速
や
か
に
県
・
政
令
市
等
に
お
い
て
人
事
委
員
会
対
策
を
強
化

し
、
要
請
・
交
渉
に
取
り
組
む
。
人
事
委
員
会
に
対
し
て
月
例
給
お
よ
び
一
時
金

の
引
き
上
げ
、
勤
勉
手
当
に
お
け
る
上
位
の
成
績
区
分
に
か
か
る
原
資
へ
の
配
分

の
阻
止
に
む
け
、
人
事
委
員
会
対
策
と
労
使
交
渉
を
強
化
し
な
が
ら
、
給
与
水
準

の
改
善
を
求
め
る
。
と
り
わ
け
会
計
年
度
任
用
職
員
の
一
時
金
に
つ
い
て
は
期
末

手
当
で
の
引
き
上
げ
や
、
勤
勉
手
当
の
支
給
、
休
暇
等
に
つ
い
て
も
常
勤
職
員
と

の
権
衡
を
求
め
て
い
く
。
本
部
も
、
引
き
続
き
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当

等
の
支
給
に
む
け
た
法
改
正
を
求
め
る
と
と
も
に
、
各
自
治
体
に
お
け
る
賃
金
確

定
交
渉
の
結
果
を
尊
重
し
、
国
が
不
当
な
干
渉
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
総
務

省
・
国
会
対
策
を
強
化
す
る
。
自
治
労
運
動
の
基
本
で
あ
る
「
自
ら
の
賃
金
・
労

働
条
件
は
、
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
す
る
」
と
い
う
原
則
を
さ
ら
に
徹
底
し
、

産
別
統
一
闘
争
の
推
進
に
む
け
、
単
組
・
県
本
部
・
本
部
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
全
力
で
展
開
す
る
。

2
0
2
2
年
8
月
8
日

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合

2
0
2
2
人
事
院
勧
告
に
対
す
る
自
治
労
見
解

委委員員長長ククララスス交交渉渉委委員員がが
勧勧告告前前のの最最終終交交渉渉

公
務
員

連
絡
会
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